平成２４年度　政務調査費　先進都市調査報告書
	会　　派　　名
	市民ネット・むろらん

	議　　員　　名
	小田中　稔・高橋　直美・立野　浩靖

	調査実施年月日
	平成２４年１０月1９日（金）

	調査先　自治体名等
	砂川市

	調　査　項　目
	砂川市立病院における医師・看護師確保策について

	調　査　目　的
	　砂川市立病院は、本市立病院とほぼ同規模病床数の病院であることから医師・看護師等の確保策について調査する。

	報　告　内　容

実施したこと
	１　視察先（市町村）の概要

　人口：　１８，７４０人　（Ｈ２４．4．１現在）　　行政面積：　７８．６９　ｋ㎡
２　視察内容
①　砂川市立病院の経営状況
②　医師・看護師等の確保策について
砂川市立病院の概要　※なお、（　）内、または下段は本市

砂川市は、人口2万弱の市であるが、医療圏としては、中空知地区全域をカバーするため約12万人をカバーしている。
※新病院開院（平成22年10月28日）
　PET-CT導入、MRI更新（3.0T）、CT更新（320列）、リニアック更新
　血液透析室（旧人工透析室）　10床増床（計40床）
　外来化学療法室3床増床（計12床）

平成23年10月28日　新病院南館（精神科）開院
平成23年12月　　　　 地域救命救急センター開設

敷地面積　　　１９，８１２．２３㎡　（１１，０８３．２２㎡）

延べ床面積　48,929.85㎡（本館　35,297.21㎡、南館6,201.40㎡　

　　　　　　　　　　　　　　　　　立体駐車場　6,853.99㎡　渡り廊下577.25㎡）

　　　　　　　　 36,919.60㎡

診療科目　　２２科（２１科）

病床数　　５０６床（一般　408床・精神　88床・結核　６床・感染症　４床）

　　　　　　　　　　※　ＩＣＵ　６床・ＨＣＵ　１２床・救急救命センター　１８床

　　　　　　５４９床（一般　401床・精神　120床・結核　24床・感染症　４床）

　　　　　　　　　　※　ＩＣＵ　５床・ＨＣＵ　１２床

職員数　８２５名（うち医師８7名、看護師４５４名）Ｈ２４．４．１現在
　　　　　 ６８２名（うち医師５５名、看護師２９９名）

看護基準　一般・結核・感染症病床：７対１・精神病床：１３対１

　　　　　　（　　　　　〃　　　　　　　　：１０対１・　　〃　　：１５対１）

１日平均患者数　入院　３９２．８人　　外来　１，０６１．２人

　　　　　　　　　　（　〃　　４４７．５人　　　〃　１，０１４．３人）

手術件数　　　　　４，０５８件/年

救急搬入件数　２，３８２件/年

	感想（まとめ）

本市へ生かせること等
	　医師の確保対策としては、①道内の３医育大学（北海道大学・札幌医科大学・旭川医科大学）との連携強化、②勤務就労実績を給与・手当に反映させ、労働環境の整備をしているほか、病院ホームページに随時募集を掲載や院内保育所の充実などを行っている。具体的には、医師の診療しやすい環境整備として、やりたい医療（研修医の救急医療等）をする環境を整える、医療機器等の整備、学会・研修会への参加費用を負担、当直明けは基本的に休み、医局に個人スペースを設置するなど。手当への反映としては、診療報酬に対しての手当て、宿日直などの実績に対しての手当てなどが挙げられていた。

　看護師確保策としては、付属看護学校、定員35名のうち、砂川病院での勤務者は、20～25名程度であり、看護課長・職員係長が全道の看護学校等への訪問を実施、また、復職を考えている潜在看護師を対象として看護技術研修や電子カルテ操作などのパソコン体験など、手慣らし研修を実施しているほか、院内保育所の充実や業務の負担軽減を行っており、7対1の看護基準を維持している。
　砂川市立病院は、中空知地区の唯一の地域基幹病院であり、様々な症例を経験できることや研修医に対する指導医の充実など、研修医からも高い評価を得ているということで、常時15～6名の研修医が在籍するなど、22の診療科に87名の医師が在籍している。また、看護基準も7対1を確保しており、患者にとって高度でより良い医療を提供するとともに、一人あたりの診療単価にも反映されている。
　病院経営には医師が必要であり、医師を確保するためには、医師が必要としている機器や環境をどのように整えるかが重要であり、また、医師にも病院の経営状況をしっかりと伝えることも必要。より高度な施設基準を満たすために投資をすれば収益も上がるという、攻めの医療が必要である。また、地域救命救急センターには3年かかったが、様々な症例を経験できる救命センター（救急医療）は、研修医を含めた若い医師の確保につながっており、一度勤務した医師が数年後に戻ってくることや口コミにより勤務を希望してくる医師もいるということであった。
　本市も、看護師確保については、市看護学院の定員拡大、奨学金の増額や定員拡大等、看護基準7対1に向けた看護師確保に向けて取り組んでいる。また、医師確保については、非常に難しい問題であるが、現在要請している札幌医科大学にこだわらず、他の医育大学との連携や研修医の確保に向けて、さらに労働環境の整備に力を入れなければならないと感じた視察であった。


